
「利根川水系鬼怒川河川整備計画（原案）」に対する公聴会 

 

日 時：平成28年1月17日（日）13:40～14:00 

会 場：①国土交通省関東地方整備局下館河川事務所 

発言者：公述人４ 

 

常総市若宮戸から来ました、■■※１と申します。私は2014年２月半ばからの、自然堤防掘削に関して、

地元から異議申立てをした４名ほどの中の一人です。それで、ここにも文書に書いておきましたけれど、

３月28日、市役所の方と一緒に国土交通省鎌庭出張所におもむきまして、これを即時提出させてくれと

いう申入れをいたしました。そして、我々地元の人間は非常に危険を感じていると、そういうことを申

し上げましたけれど、国土交通省は、話はわかりました、下館の方にすべて伝えます、と。それで伝わ

ったんでしょうかね、何もしてくれませんでした。その後、市議会の方で、非常対策と言いましょうか、

土のうを積むという発案がありまして、土のうは積んでもらいまして、しかしこの前の話し合いでも申

し上げたとおり、ただ砂の上に置いただけで、強度も何も何にもなかったんですよ。水がきた時、もろ

くも崩れ去りました。そしてこのことの一番の原因は、河川区域ではないということで、何をやっても

いいと言う、国土交通省は何もしてくれない。私たちのところは77年間も無堤地区で放置されてきたん

です。そしてこの水害を受けました。私はこの水害が、必ず起こることを予測して警告しております。

この文章の中にも書いておきました。それで、国土交通省の方とも何回も話し合いをしました。そして、

茨城県の副知事さんも高杉市長、常総市の高杉市長と一緒に、霞ヶ関まで築堤の要望に行ってます。こ

れら４回の築堤要望をすべて無視して、９月の10日のあの水害が起こってしまったのです。この原因は

何か、単純です。自然堤防を壊したからです。その業者は■■■■■■■■※１といいます。これはどう

いう方かと申しますと、■■※２なんです。彼らは■■■※２です。■■■■■■■■■、■■■■■■■

■■■■■■■■■※２。そして驚くことに、彼らは、２ヶ月ほど経った時に、■■、■■■■■■■■

■■■※２、そしてまたソーラーパネルを設置しています。そういうことを、私はその前に国土交通省の

霞ヶ関の方に文章を送って非難しております。■■■※２と国土交通省は繋がりがあるんじゃないかと、

文書で書いて送っております。それに対しておもしろい事がありました。常総市の建設課長が大きな声

を上げて怒鳴り込んで来たんです。なぜでしょう。答えは簡単です。■■※２問題を隠したかったんです。

私たちのところは水害が起きても、新聞報道が１日しかなされませんでした。なぜか。私が話しに行く

と、すべて、新聞記者の人、テレビ局の人は、名刺を置いて、すいません、忙しいです、後で伺います。

それで１度も来た事はありません。報道管制なんです。■■※２に対しての報道管制なんです。そして最

近知ったことです。驚くことに、市役所の方で■■※２の人には税金を取っていない。そんなふざけた話

はありますか、そうして■■■■※２を誰もそれを指摘しないんです。国土交通省もそうです。彼らは、

2014年の２月から始まったこの工事に対して、河川パトロールをしてないんです。それは見てはまずい

から、委託会社の人にそこを通らないように、そうしてたとしか思い至らないのです。なぜ河川をパト

ロールしないんですか。こんなふざけた話がありますか。それで鎌庭の出張所所長は、３月28日のとき

に、知りませんでしたと平気な顔して言うんです。どこですかと言うんです。何にも知らない。むしろ

■■■※２に加担をしたような、国土交通省じゃありませんか。こんなふざけた国がありますか。ふざけ

た国土交通省がありますか。こんなひどいことありません。それで私が指摘したとおり、９月の10日に



は、あの水害が起こってしまいました。国土交通省は、そのとき対岸の、対岸で流量測定をしておりま

す。夜中中、すごい明かりがついていて、２階建ての人は言っていました。今日は危ないな。で慌てて

逃げ出そうとしました。そういうことなんです。こちら側、東側の堤防では、国土交通省は誰一人いま

せん。対岸で眺めているんです。そうして私たちが被害を受けるのを見ていたんです。我々が、被害者

の会の者が、国土交通省と何回か話し合いをしています。その中で、彼らは現地に来た事がないとはっ

きり言いました。私たちのところで最初に溢水した、水が入ってきたところには２箇所の道路があるん

です。そこを知らないと言いました。現地を知らなくて何が、何が治水と言うんですか。あなた方は給

料泥棒です。財産泥棒です。私たちの大事な物を返してください。私たちの、今まで楽しかった記憶や、

すべての物を返してください。悔しくて、悔しくて、たまりません。私たち、本当に被害者は、泣くよ

うな思いで、この正月を迎えました。これからも何もないところで、借金を背負ってそうして生きてい

かなければならないのです。あなた方の責任ですよ。国土交通省の責任ですよ。内閣府の責任です。■

■■※２に、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■※２、なぜあのソーラーパネルを、メガソーラー

計画を、阻止して、どこかに追い払ってはいただけないんですか。■■■■■■※２、それでまた設置さ

せる。そんなふざけた話がありますか。ふざけた国がありますか。ここは法治国家でしょ。そういう■

■■※２を擁護するような、こんなふざけた国はないです。■■※２なんかもういらないです。出て行って

もらいたいです。地元の人はみんなそういう声を、発しています。それができないような国土交通省な

ら私たちは要らないです。こんな役所は解体して、潰せばいいんです。役に立たなくて、ゼネコンばか

りを尊重して、あなた方はそうして裏金を作って、どこかの退職金に回してるんでしょう。そんなふざ

けたお役所はないです。今までそういうことを誰も言いませんでした。だけど私は言います。命がけで

言います。殺されても言います。あなた方を許しません。以上です。 

 

 

 

※１；個人情報を保護しています。 

※２；「公述人募集要項」（平成27年12月21日記者発表資料「利根川水系鬼怒川河川整備計画（原案）

に対する意見募集の実施及び公聴会の開催について」６．注意事項④の「個人や特定の企業・

団体を誹謗中傷するような内容」）に該当する部分等を無効としています。 

 


